
甚大な被害をもたらした東日本大震災から、今年の 3月
11日で 11年が経ちます。震災だけではな <、 最近は
大雨や大雪の被害が各地で発生し、自分たちもいつ被災
してもおかし<ない状況です。そのため、日ごろから防
災意識を高め、災害への備えをしましょう !
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①寝室や子ども部屋などにはできる
だけ家具を置かない

家具を置<場合はなるべ<背の低い家具
にし、転倒防止対策をとりましょう。

③家具等の転倒・落下防止対策をとる |
家具のほかにも、テレビ・冷蔵庫など、 :
家の中には凶器になるものがた<さんあ |

ります。それぞれの部屋で、必要な対策
|

②家具の向きや配置を工夫

家具が倒れてけがをしたり、出入り□
をふさいだりしないように工夫しま
しょう。

家族がそれぞれ別の場所にいるときに、災害が発生したときには、お互いの安否
を確認できるよう、日ごろから連絡方法や集合場所などを家族で話し合っておき
ましょう。

◆災害用伝言ダイヤル『 171』
災害B寺に、固定電話・携帯電話等の電話番号宛に安否情報 (伝言)を音声で録音

と言霜ま£冒  奮魏鳳 已FE床焉 著讐ます。響亀
◆災害用伝言板

携帯電話のインターネット接続機能で、被災地の方が伝言を文字によって登録し、
電話番号をもとにして全国から伝言を確認できます。
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をとりましょう。

詳し<は各携帯電話会社のホームページか防災首都圏ネットをご覧下さい。



日ごろの食料品を多めに買い置きし、古いものから順に
使い、使つた分を補充してい<備蓄法を「□―リング
ストック」と言います。
比較的無理なく長期の備蓄が準備でき、特にカセット
コンロがあれば、普段通りの温かい食事をとることが
できます。

籠える

|‰
|¥“、‖

備蓄品の例図

【食料】
□水 (1人 1日 2″ )

ロカセットコンロ
ロカセットボンベ
□米
ロカップ麺
ロレトルト食品
□菓子
□栄養補助食品
□野菜ジュース

※赤字は必需品、青字は次に重要な品

J菫冒畢写5雰
要なもの

li童ゴ
【個人事情で必要なもの】

□簡易 トイレ
□携帯電話の予備バッテリー

□懐中電灯
ロゴミ袋
【生活用品】
□食品用ラップ
ロトイレットペーバー

□使い捨てビニール袋

□常備薬
□生理用品
□粉ミルク
□離享t食
ロオムツ・おしりls~ヽ き
【その他】

□
□
□

※3日分以上の食料や飲料水を用意しておきましょう。

唱曹話象言ち出し品リス同旱楊□箸
□非常食 (缶詰 。栄養補助食品など)  □現金

ロティッシュペーパー

(ウ ェットティッシュ)

□携帯電話の予備バッテリー ロタオル   ロナイフ
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□救急医薬品 (常備薬セット、お薬手帳

※通帳 。印鑑などの貴重品は、すぐに持ち出せるようまとめてお<と便利です。

干葉市あんしんケアセンター浜野 8043-305-0102
」R浜野駅西□徒歩 2分 〒260-0824 千葉市中央区浜野町891

(受付)月 曜日～土曜日   午前9時～午後5時
※千葉市あんじんケアセンターは、千葉市から委託を受けた高齢者の総合相談窓□です。
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